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�

六
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

第
一
回
（
六
月
）
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
六
月

二
十
八
日
ま
で
の
十
八
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
議
案
等
三
十
五
件
と

議
員
提
出
議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
議
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
七
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
副
市
長

の
役
割
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

副
市
長
の
役
割
は

問　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

本
市
に
お
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
副
市

長
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
副
市
長
へ

の
権
限
移
譲
の
内
容
と
本
制
度
導
入
に

よ
る
効
果
は
。

答　

副
市
長
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体

が
み
ず
か
ら
の
判
断
で
そ
の
定
数
を
定

め
る
と
と
も
に
、
長
の
補
佐
な
ど
従
来

の
助
役
の
職
務
に
加
え
、
重
要
な
政
策

の
調
査
や
企
画
等
へ
積
極
的
に
参
画
す

る
こ
と
な
ど
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
副
市
長
に
対
す
る
事

務
委
任
規
則
を
制
定
し
、
主
に
内
部
管

理
に
関
す
る
事
務
を
新
た
に
副
市
長
へ

委
任
す
る
と
と
も
に
、
支
出
負
担
行
為

に
関
す
る
副
市
長
の
決
裁
権
限
を
拡
大

す
る
な
ど
、
市
長
の
権
限
の
積
極
的
な

移
譲
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

副
市
長
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的

な
政
策
立
案
、
事
務
執
行
の
迅
速
化
な

ど
、
よ
り
高
度
で
機
能
的
な
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
実
現
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

沼
津
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の�

�

進
捗
状
況
は

問　

行
政
改
革
推
進
の
た
め
、
平
成

十
八
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
沼
津
市
行

政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

答　

本
プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年
を
計
画

期
間
と
し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
初
め
と
す
る
三
十
九
項
目
六
十
七

件
の
改
革
を
計
画
し
て
い
る
。
平
成

十
八
年
度
は
、
公
用
車
集
中
管
理
業

務
の
臨
時
職
員
化
な
ど
、
九
件
の
改

革
が
完
了
し
、
目
標
数
値
を
上
回
る

二
億
五
千
八
百
七
十
八
万
四
千
円
の
節

減
効
果
を
上
げ
た
。
今
後
も
、
引
き
続

き
本
プ
ラ
ン
の
適
正
な
進
行
管
理
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
よ
り
一
層

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市
実
現
に�

�

向
け
て
の
情
報
提
供
は

問　

市
民
レ
ベ
ル
で
政
令
指
定
都
市
に

向
け
た
取
り
組
み
を
活
発
に
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
に
対
し
政
令
指
定
都
市

実
現
に
向
け
て
の
情
報
提
供
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

答　

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、
県
が

行
っ
て
い
る
事
務
の
多
く
が
移
譲
さ

れ
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
政
令
指

定
都
市
実
現
に
よ
る
効
果
や
影
響
は
、

市
民
一
人
一
人
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
に
対
し
必
要
な
情
報
を

適
宜
提
供
し
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
議
論

を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
る
た
め
、
今
後
も
引

き
続
き
、
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
本

市
及
び
近
隣
市
町
の
住
民
に
対
す
る
適

切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

県
東
部
の
広
域
合
併
に�

�

対
す
る
認
識
は

問　

県
の
市
町
村
合
併
推
進
構
想
に
、

県
東
部
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

県
が
沼
津
市
、
三
島
市
、
裾
野

市
、
函
南
町
、
清
水
町
、
長
泉
町
の
三

市
三
町
の
組
み
合
わ
せ
を
静
岡
県
市
町

村
合
併
推
進
構
想
に
追
加
し
た
こ
と

は
、
県
東
部
地
域
に
五
十
万
人
程
度
の

中
核
市
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
明

確
に
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
本
市
を
含
む
五

市
四
町
か
ら
な
る
東
部
広
域
都
市
づ
く

り
研
究
会
に
お
い
て
、
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
三
市
三
町
の
組
み
合
わ
せ

は
、
本
研
究
会
で
合
意
し
て
い
る
段
階

的
な
合
併
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
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�

各
種
議
案

指
定
管
理
者
の
指
定�

�（
沼
津
市
立
あ
し
た
か
学
園
）

　

沼
津
市
立
あ
し
た
か
学
園
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
輝
望
会

理
事
長
岩
崎
一
雄
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
指
定
の
期
間
は
平
成
二
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

市
道
路
線
の
変
更

　

大
手
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
に
よ
り
、
道
路
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
な
ど
に
伴
い
、
市
道
三
七
〇
五
号
線

の
終
点
を
道
路
法
第
十
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
変
更
す
る
も
の
で
す
。

沼
津
市
水
道
事
業
及
び�

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に�

�

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
共
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
に
よ
る
処
理
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

当
該
事
業
に
係
る
処
理
人
口
、
処
理
区

域
面
積
及
び
一
日
最
大
汚
水
量
に
つ
い

て
改
め
る
も
の
で
す
。

沼
津
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　

沼
津
市
営
庁
舎
北
駐
車
場
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

議
員
派
遣
の
件

　

大
手
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
の
進
捗
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、

十
二
月
六
日
に
大
手
町
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
施
設
建
築
物
（
大
手

町
一
丁
目
百
番
）
へ
十
三
名
の
議
員
を

派
遣
す
る
こ
と
を
十
二
月
四
日
の
本
会

議
で
決
定
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
で
任
期

が
満
了
す
る
選
挙
管
理
委
員
の
後
任
と

し
て
、
岡
一
色
在
住
の
青あ

お

木き

陽よ
う

子こ

氏
、
三

園
町
在
住
の
小お

川が
わ

良よ
し

昭あ
き

氏
、
下
香
貫
在

住
の
古ふ

る

澤さ
わ

隆
た
か
し

氏
、
松
長
在
住
の
渡わ

た

邉な
べ

王き
み

雄お

氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
四
件
の
議
案
が
報
告
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
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市議会のあれこれ
定例会と臨時会はどう違うの ？

○定例会とは　
　付議事件の有無にかかわらず、定例的に市長

により招集される議会です。

　一般質問を含め、議会の権限に属するすべて

を審議することができます。本市では条例及び

規則により、 2月、 6月、 ９月及び11月の年 4

回定例会を行うことを定めています。

○臨時会とは　
　必要がある場合に、特定の事件に限ってこれ

を審議するために市長または議長により招集さ

れる議会です。

　あらかじめ付議する事件について告示する必

要があり、一般質問を行うことはできません。

必要があれば回数に制限なく招集することがで

きます。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
本
会
議
の
傍
聴

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

特
に
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る

日
に
は
、
市
政
に
対
す
る
熱
心
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
の
動
き
を
知
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
席
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。




